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確定申告納税相談の場所が変わります

ーち仔Il"=:' 酉甑抱区 ζぉ，る開肝綱観の@色柄製の稽殴と市 県民俊の申告受付わ会

・Uど0'変わりを繁す
fi L， ~\闘は開閉民センター (酌E二了目}吋. 昨年彦市町

館で切組畿や受付"行し、ませ^'"で注愈してく"さい.

くわしく"，市役幌市民製思(包34 1 1 1 1何) 奈良鶴穂署(包括 1201)へ.

午前9略字一午後3時事

.た 各会均."駐車緬がを突い

特別土地保有税(平成11年産取得分}町
申告納付はお早めに

申告対象 平成"年1月111-)2月31111市内?合計百情5千平j町メ

←トル以上の上‘を取得した人{払入金含む ..告側付期・ 2Jl 

~" ・申告窃術 l行役所賀直視. .鯛付.術 市指定金風侠悶"よ

ぴ阻網代理金量慣閣

〈札くは市間輔醐~

-・・.......................................
ミニバイク 軽自動車の宮更手続きを

酬に晒したとき人lζ.ったとき閉したとき蝿にあったとき
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ヱのことを縄鴫いたkiき ro 
定市民禽の手引き」ゃ f前匂分
の時'?;W姥えjなどを嘗考に
自分で，しく確定附告符を作成

し 平間に健制をお贋いします。
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